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1. 研究内容
バ イ オ マ ス の ガ ス 化に よ っ て得 られた合成ガス ( 一 酸化炭素と水素 の混合ガ ス) か ら合成
液体炭化水 素 ( 軽油な ど) を作る反応 (Fis cher- Trops ch 合成反応) 用 コ バ ル ト系触媒の 高性
能化を行 っ た｡
本年度 の 研究内容は助触媒 と して 第二酸化物 を シリカ担体孔内に 導入 し, 助触媒添加効果
を検討する こ とで あ っ た｡ シ リカ 担体 (Q1 0, 平均細孔径 1 0ナノ) に第 二担体 を修飾 した
コ バ ル ト触媒を開発 した ｡ 全担体に対 して コ バ ル ト金属含有率は 10wt% で あ っ た｡ ア ル ミナ
酸化物 をシ リカ 担体に導入 した複合酸化物担体を作り, 金 属と して , コ バ ル トを含浸させた ｡
複合酸化物と コ バ ル トの 間の 相互作用 に よ っ て , より活性 の 高い 触媒を目指 した｡
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. 研究結果
流通式 ス ラリ ー 相反応装置を用 い , 担体修飾 コ バ ル ト/シ リカ触媒の 特性をス ラリ ー 相 FT
合成反応 で測 っ た｡
Table.1 より, ア ル ミ ナ の担持 量 の増加 に 伴い , 副生成物メ タ ン の選択 率が 下が っ た ｡ また,
10wt% ア ル ミナ担持された触媒の C O転化率が 一 番高い こ とが分か っ た ｡ 原因 と して は , ア ル
ミ ナ の担持量 をあまり多く す る こ とに よ っ て , コ バ ル トとの 相互作用 が強く なり, 還元度が
低く なり, 転化率も下が っ た と推測 して い る ｡
Table.2 より , 逐次含浸と共含浸に よ る調製されたア ル ミナ修飾 した触媒は いずれ も高い活
性を実現 した. Tab一e.3 により, ア ル ミナ添加 に より , 触媒の 金属表面積が増加 し, 分散度も
増加 し, 各触媒の 還元度が 同 じで , T O Fも同 じこ とが わか っ た ｡ 従 っ て , ア ル ミナ の 添加 に
ょ っ て , コ バ ル トが還元度維持 しながら高分散 し, 金 属表面積 を向上 させ , 高い 活性を寄与
した こ とが分か っ た ｡ ア ル ミナ は コ バ ル ト - シ リカ の相互 作用 をうまく調節 したと言える｡
Table.1 ア ル ミナで修飾された触媒の 特性 とそ の F T反応結果
A 1203担持 B E T
量(wt%) (m
2/g)
Por e C OCo n v ersio n(%) Sele ctivity(%)
M ax Min C H4 C O2
o 2 83.0 1.2 2 4 6.5 4 2.4 8.3 3 0.5 6 0.86
5 2 7 2.8 1.264 6 1.8
10 2 70. 1.233 66.5
1 5 262.3 1.14 7 63.5
54.2 9.ll
55.4 7.9 0
53.7 7.86
0.5 2 0.83
0.4 7 0.84
0.6 0 0.84
圧 力 : 1 .O Mpa, 温度 :2 40℃ , 触媒 : 1 g , W/F : 5gh m ol
-I
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Table･ 2 各ア ル ミナ添加 され た触媒 の FT 合成反応結果
Method
impregn atio n
im pregn atio n
impr egnatio n
impr egn atio n
c oimpr egn atio n
c oim pregn atio n
c oim pregn atio n
~ ･ ..I■二::~■ ......_......
圧 力 : 1 .O Mpa,
A1203 Lo ading
(%)
0
5
1 0
1 5
5
1 0
1 5
C O Co n v･(%) C H4Sel･(%) C O2Sel.(%)
46.5
61.8
6 6.5
63.5
63.9
64
.2
6 2.3
8.33
9.ll
7.9
7.86
8.0 7
7.65
8.56
0.56 0.86
0.52 0.83
0.4 7 0.84
0.60 0.84
0.5 3 0.83
0.49 0.83
0.62 0.8 2
温度 :2 40℃ , 触媒 : 1 g , W/F ‥ 5gh m ol
~1
Table.3 各ア ル ミナ添加 された触媒の 特性
A1203 Co Particle Size(n m)
Loading
( %)
..■■■
0
5
10
1 5
5
1 0
15
M ethod
Redu ctio n Codispersio n T O F
d
XR D H2
a degre e(%)
b
(%)
c
(s
~1
)
impregn atio n
im pregnatio n
im pregn atio n
impregn atio n
c oimpr egn atio n
c oimpr egn atio n
c oimpr egn atio n
13 1 9.09
6 14.22
6 13.4 1
7 15.01
6 1 3.3 3
6 13.91
6 13.70
67.01 5.2 17
60
.3 8 7.00 0
6 1.3 8 7.4 2 6
59.1 7 6.6 36
64.03 7.4 70
66.83 7.I 60
66.87 7.2 7 3
Act. M etal
S.A .g
(m
2
/g)
0.15 2.3 6
0.16 2.8 63
0.16 3.0 85
0.1 7 2.75 7
0.14 3.2 3 7
0.15 3.238
0.14 3.29 2
a:Deter min ed byH2 Che mis o rptlO n･
b: Calc ulated byT P Rfro m3 23 Kto 10 73 K.
c :Calc ulated fro m H2 Che miso rptio n at373 K.
d: Bas ed o nH2totaluptakedeter min ed by H2 Che mis o rptio nanalysIS･
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